別記様式第1号（第５条関係）
旅行命令（依頼）・旅費請求書
　
本様式は、出張前の旅行命令・旅費請求および出張後の報告手続に使用するものとし、該当欄には事実に基づき簡潔かつ明確に記入してください。
	申請日
	　　　　年　月　日

	氏名
	　

	所属・役職
	　

	用務名
	　

	出張先
	　

	出張期間
	自　　　年　月　日　～　至　　　年　月　日　（　　日間）

	資金区分
	□ 運営資金　□ 科研費　□ 受託研究費　
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　


	研究課題名
	　

	利用交通機関
	　

	概算旅費
	円

	備考
	· 旅程の詳細は別紙による。


記入上の注意：日付は西暦又は和暦で統一し、概算旅費は交通費・宿泊費等を含む見込額を円単位で記入してください。
資金区分は該当するものを一つ選択し、「その他」を選択する場合は括弧内に具体的な財源を記入してください。
　
	　
	理事長（旅行命令権者）承認欄
署名：____________________
日付：　　　年　　月　　日




別記様式第２号（第７条関係）
出張報告書・復命書

	提出日
	　　　年　月　日

	氏名
	

	所属・役職
	　

	出張期間
	自　　　年　月　日　～　至　　　年　月　日

	出張先
	　

	用務名
	　

	資金区分
	□ 運営資金　□ 科研費　□ 受託研究費　
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　


	研究課題名
	　

	研究代表者名
	　

	出張内容の概要
	

	成果・結果
	

	添付資料
	□ 領収書　□ 学会・会議資料　□ プログラム　□ 参加報告欄への記載（参加証等がない場合）　□その他（　　　）
　添付資料は該当するものを選択し、「その他」を選択する場合は資料名を余白に明記してください。



※ 参加証・参加費領収書（参加を証明する書類）が添付できない場合：以下の【参加報告欄】に、出席の事実が具体的に確認できる内容を詳しく記入してください。（お手元に参加証などの証明書類がある場合は記入不要です）
【参加報告欄】
	聴講した主なセッション・日時
	（例：7月10日 13:00〜14:30）


	発表者氏名・所属
	（例：〇〇大学 △△教授）


	発表タイトル
	（例：光とブロックチェーンが紡ぐ時空の信頼）



	具体的な議論・質疑応答の内容
	（例：現地では、〇〇という課題に対して〜〜という質問が出ており、講師は〜〜と回答していた。）



	本研究への活用・得られた知見
	（例：当法人の〇〇プロジェクトにおいて、この手法を応用できる見込みである。）






確認手続：確認者（理事長又は指定者）は、報告内容および添付資料を確認したうえで署名してください。
	報告者
署名：____________________
日付：　　　年　　月　　日
	確認者（理事長又は指定者）
署名：____________________
日付：　　　年　　月　　日
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